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1 公
立
学
校
の
週
五
日
制
ス
タ
ー
ト

文
部
省
は
、
調
査
研
究
協
力
者
会
議
の
報
告
「
審

議
の
ま
と
め
」
(
平
成
4
年
2

月
2
0日
)
を
受
け
、
学

校
週
五
日
制
を
、
9
月
か
ら
月
一
回
の
割
合
で
開
始

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
す
べ
て
の
公
立
の
幼
稚
園
、

小
・
中
・
高
等
学
校
・
特
殊
教
育
諸
学
校
で
、
9
月
1
2

日
か
ら
毎
月
第
二
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

間
市
教
育
委
員
会
教
育
研
究
所
a
6
6
1
7
4
6
1
番

学
校
週
五
日
制
は
、
職
場
の

週
休
二
日
制
の

普
及
・
拡
大
に

対
応
し
、

①
子
供
た
ち
の

生
活
に

、
時
間

的
、
精
神
的
ゆ
と
り
を
与
え

る

。

②
家
庭
や
地
域
で
の
教
育
を
充

実
さ
せ
る
。

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
代
の
子
供
た
ち
の
生
活

は
、
自
分
の
考
え
で
自
由
に
使

え
る
時
間
が
少
な
く
、
遊
び
や

社
会
体
験
が
不
足
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
か
、
指
示
が
な
い

と
行
動
で
き
な
か
っ
た
り
、
人

間
関
係
を
う
ま
く
保
て
な
い
と

い

う
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て

き

て
い
ま
す

。

週
五
日
制
に
よ
っ
て
、
家
庭

や
地
域
で
過
ご
す
時
間
が
多
く

な
り
、
心
身
の
形

成
に
も
良
い

結
果
が
出
る
も
の
と

、
期
待
さ

れ
ま
す
。

教

育

は

現

在

の

水

準

を

週
五
日
制
の
導
入
に

伴
い
、

教
育
課
程
を
改
善
し
て
い
き
ま

す
。月

曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
学
校

で

の

学

習

負
担
に

配

慮
し
つ

つ

、
指
導
内
容
と
指
導
方
法
を

改
善
・
工

夫
す
る
と
同
時
に
、

学
校
行
事
に
つ
い
て

も
見
直
し

を
図
り
ま
す
。

同
時
に
、
年
間
総
授
業
に
つ

い
て
も
、
標
準
時
数
を
確
保
し
、

教
育
水
準
の
維
持
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

月

二

回

の

土

曜

日

の

休

み

を

検

討

中

文
部
省
で
は
、
週
休
二
日
制

社
会
へ
の
対
応
と
し
て

、
今
後

は
月
二
回
の
土
曜
日
を
休
み
に

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
調
査
研
究
協
力
校

(モ

デ
ル
校
)
と
し
て
、
小
金

小

附
属
幼
稚
園
、
根
木
内
小
・
中

学
校
が
指
定
さ
れ
、
9
月
か
ら

試
験
的
に
第
二
・
第
四
の
土

曜

日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

９月から第2土曜日が休みに元
気
な
子
供
た
ち
が
、
明
る
い
未
来
を
つ

く
り
ま
す

子
供
・
保
護
者
・
教
師
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

市
教
育
委
員
会
で
は

、
3
月

に
、
小
学
校
二
・
四
・
六
年
生
、

中
学
校
一
・
二
年
生
と

保
護
者
、

教
師
な
ど
、
八
千
四
百
三
十
四

人
を
対
象
に
「
学
校
週
五
日

制

に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の

結
果
、
子
供
三
千
四
百

四
十
二
人
、
保
護
者
二
千
九
百

七
十
五
人
、
教
師
千
三
百
人
な

ど
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
回

答
率
は
九
二
・
三
%
で
し
た
。

親
子
と

も

自
由

な
時
間

を
望
む

休
み

の

土

曜
日

の

過

ご

し

方

に
つ

い

て

は

表
1

・
2

の

と

お

り
で

す

。
子

供

、

保

護

者
と

も

に

「

自
由

に

し

た
い
(

さ

せ

た

い
)
」
が
ト
ッ
プ
。
子
供
た
ち
は
、

自

分
で

自
由

に

使
え

る
時

間

が

不

足
し

て

い

る

よ

う
で

す

。

週

五
日

制

へ

の

、

保
護

者

の

心
配

の

有

無
に
つ

い

て

は

、

表

3

の

と

お
り

で

す

。

心
配

す
る

理

由
(

表
4
)

の

ト

ッ

プ
と

し

て

「

学

習
負

担

の

増

加
」
が

挙

げ
ら

れ
て

い

ま

す

。

週
五
日
制
で
も
月
~
金
曜
日

の
負
担
を
増
や
す
こ

と
な
く
、

現
在
の
教
育
水
準
を
維
持
す
る

た
め
、
教
育
課
程
の

編
成
を
工

夫
し
て
い
き
ま
す
。

公

共

施

設

の

開

放

も

検

討

子
供
た
ち
は
自
由
に
過

ご
し

た
い
反
面

、
生
活
が
変
わ
る
こ

と
に
不
安
や
心
配
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。ま
た
、
休

み
の
土
曜
日
に
、
父
母
な
ど
が

家
に
い
な
い
た
め
、
子
供
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
う
家
庭
が
一

四
・
三
%
あ
り
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
よ

う
な
場
合
の
対
応
の
一
つ
と
し

て
、
休
み
に
な
る
土
曜
日
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
、
小
・
中
学

生
に
対
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
配
布
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
休
み
の
土
曜
日
に

開
放
で

き
る
公
共
施
設
の
利

用
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
い

ま
す
。

学校外の活動も積極的に

(昨年の夏休みミ ニ・バスケット 教室から)

土曜日が休みになった場合どんなことをしていますか〕回
答(子供)

回答(子供)・・1

1 自由に過ごしたい 27.9%

2 友達と遊びたい 26.5%

3 家族で楽しく過ごしたい 14.4%
4 たくさん本を読みたい 6.0%

5 自然の中で過ごしたい 5.996

〔 土曜日が休みになった場合

子供にどのように過ごさせ

たいと考えていますか(表2)

・・回答保護者

1 自分の好きなことをやらせたい 24.4%

2 家族で楽しく過ごさせたい 15.9%

3 友達と遊ばせたい 13.9%
4 自然に親しむ活動をさせたい 10.7%
5 家の手伝いをさせたい 9.5%

回答(教師)i

1 家族で楽しく 過ごさせたい 26.7%
2 自分の好きなことをやらせたい 18.0%
3 自然に親しむ活動をさせたい 15.8%

4 友達と 遊ば せたい 15.3%
5 ボランティア活動に参加させたい 7.4%

〔土曜日が休みになると

心配がありますか
〕

(表3)

・回答(保護者)・・S

1 多少の心配はある 46.7%

2 心配はない 45.3%
3 大変心配である 6.2%

4 無回答 1.8%

心配がある」と回答した理由〕(表4)

回答(保護者)・・

1 月~金までの学習負担が増える 27.4%

2 遊び場や文化施設の整備が不十分 14.5%
3 社会で週休2日制が完全に実施されていない12.2%

世界の主要国の年間授業日数( 参考)

国 名 学校段階・()内は学年 年間授業日数

日 本

小学校(1~6 年)

中学校(1~3 年)

高 校(1~3 年)

約240日(週6 日)

アメリカ
初等(1~6 年)

中等(7~12年)
約180日(週5日)

イギリス
初等(1~6 年)

中等(7~13年)
約180日(週5 日)

フランス
初等(1~5 年)

中等(6~12年)
約180日(週5 日)

ドイツ
初等(1~4 年)

中等(5~13年)

約185日~225日

(週5日または6日)

わ

た

し

の

の

夢

田中秀知くん(上本郷小学校3年)

望遠鏡で宇宙の様子を 見ている秀知く ん

ぼくのゆめは、天文科学者になりたいです。

うちゅうは広いから、うちゅうのことをいっ

ぱい知りたいです。うちゅうの本をたくさん

かつてヽ大きなぽうえんきょうを作って、う

ちゅうのはてのようすをしりたいと思います。
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(仮称)パークセンター
位 置 図

市
で
は
、
来
春
の
開
園
に

向

け
て
整
備
が
進
む
総
合
公

園
・

二
十
一
世
紀
の

森
と
広
場
内
に

（
仮
称
）パ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
ま
す
。

パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
は
、
公
園

内
の

案
内
を
は
じ
め

、
市
民
の

自
然
環
境
教
育
や

緑
化
運
動
の

拠
点
に
な
る
施
設
で

、
来
春
の

公
園
の

開
園
に
合
わ
せ
て
開
館

す
る
予
定
で
す
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ

ー

ト
（
一
部
鉄
骨
）
二
階
建
て
で

、

延
べ
床
面
積
九
九
一
・
六
三
平

パ

ー

ク

セ
ン

タ
ー
（

模

型
）

方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

池
（
約
五

鈔
）
の
ほ
と
り
に
建

て

る
た
め

、
景
観
を
考
え
、
池

に

面
し
た
部
分
は
総
ガ
ラ
ス
張

り
に
な
り
ま
す
。

自

然
と
ふ
れ

あ
え

る

施
設

に

施
設
面
で
は
、
一
階
に
は
簡

単
に
操
作
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
設
置
し

、
遊
び
感
覚
で
自

然
や
緑
に
つ
い
て

勉
強
で

き
る

常
設
展
示

室
や

、
植
物
の
こ
と

21世紀の森と広場

正
し

い
計
量

に
関
心
を

市
で

は
、
計
量
販
売
に
よ
る

商
品
の
量
目
検
査
を
、
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
5

月
6
日
市
役
所

で
牛
肉
・
マ
グ
ロ
・
シ
ラ
ス
干

し
の
三
品
目
八
十
九
品
を
、
消

費
生
活
課
の
職
員
が
立
ち
会
い

の
も
と

、
市
が
委
嘱
し
た
消
費

生
活
モ
ニ
タ

ー
の
皆
さ
ん
が
再

計
量
し
ま
し
た
。

検
査
し
た
商
品
は

、
日
ご
ろ

な
ら

何
で
も
o
K

の
緑
の
相
談

員
が
常
駐
す
る
、
緑
の
相
談
室

を
つ

く
り
ま
す
。

二
階
に
は
、
研
修
や

講
座
な

ど
に
幅
広
く
使
え
る
企
画
展
示

室
、
ス
ラ
イ

ド
や
ビ
デ
オ
な
ど
、

目
で

見
て
自
然
を
学
習
で
き
る

視
聴
覚
室
を
設
置
し
ま

す
。

そ
の
ほ
か
、
観
葉
植
物
な
ど

の
あ
る
サ
ン
ル

ー
ム
や
ル

ー
フ

テ
ラ
ス

を
設
置
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
利
用
し
や
す
い

施
設
に

な
り
ま
す
。

憇
総
合
公
園
建
設
事
務
所
容
4
6

1
0
1
2
1

番

モ
ニ

タ
ー
の

皆
さ
ん
が
、
買
い

物
を
し
て
い

る
ス

ー
パ

ー
な
ど

で

、
モ
ニ
タ
ー
自
身

が
買
っ
た

物
で

す
。

正
量
範

囲
の
商
品

は

9
0パ
ー
セ

ン
ト

検
査
し
た
商
品
八
十
九
品
の

う
ち
、
正
量
範
囲
（
下
表
）
内

に
あ
っ
た
商
品
は
、
八
十
品
（
八モニタ ーの皆さんによる量目検査会

九
・
九
％
）
、
超

過
は

四
品
（
四

・
五
％
）
、
不
足
は
五
品
（
五
・

六
％

）
で
し
た
。

品
目
別
の
正
量

率
は
、
マ

グ

ロ

が
I
〇
〇
％
、
牛
肉
が
九
〇
・

三
％
不
足
六
・
五
％
）
、
シ
ラ

ス
干
し
が
八
〇
・
六
％
（
不
足

九
・
七
％
）
で
し

た
。

量

目
不

足

の

原
因
の

多

く

は
、ト
レ
イ
な
ど
の
目
方
が
正
し

く
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

牛
肉
の
中
に
は
、
タ
レ
を
引

き
忘
れ
て

、
三
十
七
何
も
不
足

し
て

い

る

も
の

が
あ

り
ま

し

た
。最

近
普
及
し
て
い
る
電
子
は

か
り
は
、
計
量
前
に
ト
レ
イ
な

ど
の
目
方
を
差
し
引
く
必
要

が

あ
り
ま
す
。

計
量
販
売
を
行
っ
て
い
る

商

店
な
ど
で

は
、
十
分
な
注
意
が

必
要
で
す
し

、
消
費
者
も
商
品

の
量
目
に
関
心
を
持
つ
こ

と
が

大
切
で
す
。

今
回
、
成
績
が
悪
か
っ
た
商

店
に
対
し

、
市
は
厳
重
に
改
善

指
導
を
行
い
ま
す
。

立

ち

入

り

検

査

を

実

施

市
で
は

、
ガ
ソ

リ
ン
メ

ー
タ

ー
・
L
P
ガ
ス
メ

ー
タ
ー
・
タ
ク

シ
ー
メ

ー
タ
ー
な
ど
、
さ
ま

ざ

ま
な
計
量

器
に
つ
い
て

立
ち
入

り
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

こ
の

よ
う
な
計
量
器
に
は

有

効
期
間
が
あ
り

、
そ
れ
を
過
ぎ

た
も
の
は

使
え
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

醋
消
費
生
活
課
計
量
係

正 量 範 囲

内 容 量 正味量表記商品 量り売り商品

100ｇ以下のもの 十4ｇ～－2ｇ 土3ｇl

100ｇを超えるもの 十4％～－2％ 土3 ％

※正味量表 記商品…密封 商品で、すでに計量し てあ る商品

※量り売り商品…「何ｇ」と目の前で計量して販売する商品

みんなそろって投票を

任
期
満
了
に

伴
う
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
了
月
2
6日
㈲
に

執
行
さ
れ
ま
す
。

投

票

で

き

る

人

昭
和
4
7年
7

月
2
7日
ま
で

に

生
ま
れ
、
平
成
4

年
4
月
7
日

ま
で
に
転
入
届
を
し

、
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
人

。

不

在

者

投

票

投
票
日
に

、
会
社
の
出
張
・

出
産
予
定
・
旅
行
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
情
の
た
め
投
票
で
き

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で

き
ま
す
。

日
時
・
：
7
月
8
日
用
～
2
5
日

出
午
前
8

時
3
0分
～
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。

場
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室
（
支
所
で
は
で

き
ま
せ

ん

）郵

便

投

票

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持

ち
、
身
体
に
重
度
の
障
害
の

あ

る
人
は

、
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て

、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投

票
を

す
る
こ

と

が
で

き
ま

す
。投

票
用

紙
の
請
求
・：
投
票
用

紙
と
投
票
用
封
筒
を
請
求
す
る

た
め
の
請
求
書
に
署

名
し
、
郵

便
投
票
証
明
書
を
添
え
て

請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
郵
便
投
票

証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

請
求
書
を
送
り
ま

す
。

投
票
区
域
が
一
部

変
更
に
な
り
ま
す

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

明

る
い

選

挙
を

推

進

す
る

ポ

ス

タ
ー

を

募

集
し

ま

す

。

対

象

…

市

内
在

住

の
人

規
格
＝
一
四
五
セ
ン
チ
×
三
〇
セ
ン
チ
～

五
五
セ
ン
チ
×
四
〇
セ
ン
チ
以
内

圃

作
品
の

裏
側
右
下
に
住
所
・

氏

名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
性

別
を
記
入
し
て

、
9
月
1
0日
困

挙
か
ら

、
一
部
の

地
域
で

は
投

票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

発
送
す
る
投
票
所
整
理

券
の

案
内
図
を
確
認
の
う
え

、
投
票

す
る
よ

う
お
願
い
し
ま

す
。

な
お

、
詳
し
く
は
、
選

挙
管

理
委
員
会
の
機
関
紙
「
白

ば
ら

だ
よ
り
」
7

月
5

日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い

。

塵
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

直
接
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
人
一
点
、
自

作
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
な
お
作
品
は
お

返
し
で

き
ま
せ
ん
。

黯

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

世
界
平
和
都
市
宣
言
事
業

ビ
リ

ー

バ
ン

バ
ン
の
コ
ン
サ

ー
ト

を
開
催

第
三

回
松

戸

市

平
和
コ

ン

サ

ー
ト

を
7

月
3
0
日
因

に

、

市

民

会

館
で

開
催

し

ま

す
。

こ

の

コ

ン

サ

ー

ト
は

、「
世

界

平
和
都
市
宣
言
」
の
趣
旨
に
沿

っ

た

記

念

事
業

と
し

て

毎

年
行

っ

て
い

る

も
の
で

す

。

今

回
は

、
「
白
い

ブ
ラ

ン
コ

」

な

ど
の

ヒ

ッ
ト

曲
で

お
な

じ

み

の

ビ
リ

ー

バ
ン

バ

ン

を
迎

え

て

行
い

ま
す

。

彼

ら
の

歌
声

は

、

皆

さ
ん

に

愛
と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

届
け

す

る
で

し

ょ
う

。

市

内

小

中

学

生

が
ビ
リ

ー
バ

ン

バ

ン

と

一

緒
に

歌

う
コ

ー
ナ

ー

も
あ

り

ま

す

。
皆

さ

ん

、

ご

家
族

連
れ
で

お
い
で

く

だ
さ
い

。

日

時
・
・・
7
月
3
0
日

閑

午

後
2

時
3
0
分

開
場

、
3

時
開

演

サ

ラ
リ

ー
マ

ン
の
奥

さ

ん

国

民
年

金
の

届
け

出
を

お
忘

れ
な
ぐ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
妻
は
、
国
民
年
金

の
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し

ま
す
。

保
険
料
は
夫
が
加
入
し
て
い

る
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
か
ら

拠
出
金
と
し
て

納
め
ら
れ
ま
す

の
で

、
夫
も
奥
さ
ん
自
身
も
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、

市
へ

の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

再

生

自

転

車

を

販

売

受

付

日

時
7

月
1
7
日

窗

午
前

9
時

～

午

後
3

時
と
1
8
日

出

午

前
9

時

～
1
1
1
1
時

抽

選

・

販
売

日
時
7

月
1
8
日

出

午

前
1
1一
時
か

ら

会

場

生

き

が
い

福

祉

セ
ン

タ
ー
（
金
ケ
作
二
七
七
－
四
）

台

数

・
価

格
四

十
台

・

一

台
五

千
円

～

一
万

一

千
円

交

通
五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ

ス

小
新
山
行
き
」
ま
た
は
「
柏
陵

会
場
・
出
民
会
館

出

演
・・・
ビ

リ

ー

バ
ン

バ

ン

、

市

内

小

中
学

校

の

児
童

・
生

徒

内

容
・：
「

白
い

ブ
ラ

ン
コ

」
、

「
さ

よ

な
ら

を

す

る

た
め

に

」

ほ

か

約

二
十

曲

定

員

…
先

着

千

二

百
人

費

用

…
無

料

圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
人
数
ハ
ガ

キ
1
枚
に
つ
き
三
人
ま
で
）
を

記

入

し

、

〒
2
7
1松

戸

市

根

本
三

八
七

－

五

松
戸

市

役

所

総

務
部

庶
務

課

平

和
コ

ン

サ

ー

ト

係
へビリ ーバン バン

さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金

受
給
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、

最
悪
の
場
合
は
受
給

権
を
失
う

こ
と
に

も
な
り
ま
す
の
で

ご
注

意
く
だ
さ
い
。

夫
が
会
社
を
変
わ
っ
た
り
会

社
を
や
め
た
と
き
、
ま
た
奥
さ

ん
自
身
に
収
入

が
あ
り
夫
の
扶

養
か
ら
は
ず
さ
れ
た
な
ど
の
変

更

が
生
じ
た
場
合
も
、
必
ず
届

け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

憇
国
民
年
金
課
適
用
係

高
校
行
き
」
で
、
新
栄
町
入
口
下

車
五
香
駅
午
前
9
時
2
1
分
・
3
0

分
、
1
0時
4

分
発
が
あ
り
ま
す
）

※
抽
選
当
日
（
1
8日
）
は
、
五

香

駅
東
口
午
前
1
0時
2
0分
発
の

事
業
団
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
（
迎
え
の
み
）
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

憇

生
き
が
い

福
祉
事
業
団
登
8
4

－
3
1
9
1

番

(仮称)パークセンターを建設

21世紀の森と広場に

7 月26日（日）参議院選挙

今
回
の

参
議
院
議
員
通
常
選

3
品
目
に
つ
い
て
量
目
検
査
を
実
施



市長の窓
全
国
に
は
、
こ
の
4

月
1

日
現

在
で
六
百
六
十
二
の
市

が
あ
り
ま
す
。

過

疎
で
人
口
の

減
少
し
つ

つ
あ

る
人
口
三
万
人
程
度
の

市
か
ら
、
大
阪
・
横
浜
な
ど
の

政
令

指
定
都
市
を
含
め
て
の

数
で
す
。

全
国
の
市
長
会
の
総
会
は
、

年
一
回
東
京
で

開
か
れ
ま
す

が
、
今
年
6

月
の
総
会
に
お

い
て
、
私
は
全
国
市
長
会
関

東
支
部
の
推
薦
で
副
会
長
に

選
ば
れ
ま
し

た
。
昭
和
5
9年

の
6

月
に
も
全
国
の
副
会
長

に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
回
は
二
度
目
の
就
任
で
す
。

全
国
の
市
長
会
長
は
、
現

在
仙
台
市
の

市
長
が
な
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

副
会
長
は
関
東
を
は
じ
め
、

北
海
道
・
九
州
な
ど
各
支
部

の
代
表
九
人

が
選
ば
れ
、
会

長
を
中
心
と
し
、
会
長
を
支

え
な

が
ら
、
方

針
の

決
定
・

関
係
方
面
へ
の
陳
情
を
行
い
、

市
長
会
の
運
営
に
当

た
っ
て

お
り

ま
す
。

皆
さ
ん
経
験
豊
富
な
方
々

で

、
私
に
は
大
変
よ
い
勉
強

の
機
会
に
な
る
と
存
じ
ま
す
。

副
会
長
に
な
ら
れ
た
方
々

は
、
県
庁
所
在
地
の
市
長
さ

ん
が
多
く
、
そ
う
で
な
く
と

も
、
昔
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た

都
市
の
市
長
さ
ん
で
す
。
そ

の
方
々
の
年
齢
を
調
べ
て
み

ま
し
た
ら
、
私
よ
り
年
上
・
年

下
の
方
々
が
同
数
で
、
私
は

ち

ょ
う
ど
真
ん

中
、
当
選
回

数
で
は
五
選
の
私
か
最
多
で

し
た
。

私
は
昭
和
5
6年
か
ら
連
続

六
期
十
一
年
間
、
千
葉
県
三

十
市
の
市
長
会
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
し

、
昭
和
6
0年
7

月
か
ら
は
、
全
国
都
市
公
園

整
備
促
進
協
議
会
の
会
長
も

お
引
き
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

本
来
の
松
戸

市
長
の
仕
事

は

お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
多
忙
な
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

こ

の
度
副
会
長
を
引
き
受

け
た
こ

と
で

、
一
段
と
忙
し

く
な
る
と
は
存
じ
ま
す
が
、

何
か
と
松
戸
市
の
プ
ラ
ス
に

な
る
と
思
い
ま
す
し
、
地
方

自
治
の
発
展
に
も
、
及
ば
ず

な
が
ら
貢
献
で
き
る
と
存
じ

ま
す
。

お
か
け
で

、
上
手
で

は
あ

り
ま
せ

ん
が
、
年
に
数
回
、
健

康
の
た
め
に

行
っ
て
い

た
ゴ

ル
フ

も
、
こ
こ

数
年
ほ
と
ん

ど
プ
レ

ー
の
機
会
を
持
て
ま

せ

ん
。

全
国
市
長
会
の
重
要
な
仕

事
は
、
国
か
ら
地
方
へ

権
限

を
委
譲
し
、
自
治
権
と
地
方

財
政

を

確

立
す

る
こ

と
で

す
。
そ
し
て
、
各
自
治
体
の

さ

ま
ざ
ま
な
要
望
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
そ
れ
が
実
現
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
で

す
。

従
っ
て
、
。国
の
予
算
編
成

期
と

も
な
れ
ば
、
連
日
上
京

し
て
予
算
獲
得
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

全
国
都
市
公
園
整
備
促
進

協
議
会
の
会
長
と
し
て
も
、

同
様
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
大
変
で

す
が
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
と
思
っ
て

い
ま
す
。

松
戸
市
の

た
め
に
、
全
国

の
自
治
体
の

発
展
の
た
め
、

一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
。

再
び
全
国
市
長
会
副
会
長
と
な
っ
て

宮
間
満
寿
雄

動物は

愛情と責任をもって飼いましよう

犬・猫・ペット動物

住
み
良
い
環
境
を
守
る
た
め
、

動
物
は
次
の
点
に
注
意
し
て
正

し
く
飼
い
ま
し

ょ
う
。

①
生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い

犬
に
は

、
毎
年
一
回
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け

さ
せ
、
登
録
し

て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
受
け

る
場
合
は
、
お
近
く
の
獣
医
師

の
と
こ
ろ
で
注
射
を
受
け
、
そ

の
証
明
書
を
持
っ
て
市
役
所
生

活
環
境
課
で
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

②
飼
い
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
、

大
型
犬
や
気
性
の
荒
い
犬
は
、

お
り

に
入

れ
て

飼
い

ま
し

ょ
う

。

放
し

飼
い

は

、
人

を
か

ん

だ

り

農

作

物
を

荒

ら
し

た
り

す

る
こ

と

が

あ
り

ま

す

の
で

や

め

ま
し

ょ

う

。

犬
の

運

動

・

散

歩
の

時

は

、

引

き

綱
を

放

さ

な
い

よ

う
に

し

ま
し

ょ
う

。

③
ふ

ん

の

始

末
は

、

飼
い

主

が

責

任
を

持

っ
て

行

っ
て

く

だ

さ

い

。

④
犬

小
屋
の

周
囲

は

清
潔
に

し
、

悪

臭

を

防

ぎ

ま
し

ょ
う

。

ほ

え

声
で

他
人

に

迷

惑

を
か

け

な

い

よ

う

、
日

ご

ろ
か

ら

適

切

な

し
つ

け

を

し

ま

し

ょ
う

。

⑤
犬

や

猫

が

飼
え

な

く
な

っ
た

ら

、

引

き

続
き

飼

っ
て

く

れ
る

人

を

探
し

ま
し

ょ

う

。
見

つ

か

ら

な

い
と

き
は

、

保

健

所
に

相

談

し
て

く
だ

さ

い

。

⑥
ニ

ホ
ン

ザ
ル

、

カ
ニ

ク
イ

ザ

ル

な

ど

、
危

険
な

動

物
に

指
定

さ

れ
て

い

る
動

物

を

飼

っ
た

り

保

管
し

た
り

す

る

場

合
は

、

知

事

の

許
可

が
必

要
で

す

。

頽

松

戸

保

健
所

食

品

衛
生

課
{
一一

6
1
-
2
1
2
1
番

愛されているペットは幸せ

ご
み
を
出
す
時
に

黒

ビ
ニ
ー
ル
袋
は
危
険
で
す

割
れ
た
ガ
ラ
ス
・
刃
物
な
ど

は
、
集
積
所
の
当
番
の
人
や
、

収
集
作
業
員
に
け
が
を
さ
せ
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
プ
レ

ー
缶
な
ど
は
、

中
味
が
入
っ
た
ま
ま
だ
と

、
収

集
車
や
圧
縮
機
の
中
で
爆

発
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

特
に

、

中

味

が
判

別
で

き

な

い
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
、

こ

れ

ら

の

物

が
入

っ

て

い

る
と

非

常
に

危

険
で

す

。

中の見える
袋を使いましよう

黒ビニール袋は、中が
見えないので危険です。

陶磁器などの割れ物は、

新聞紙などにくるんで、
「燃やせないごみ」と
して出しましよう

※割れたガラスは「資
源ごみ」です

次
の
こ
と
に
つ
い
て

、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ス
プ
レ

ー・
缶
な
ど
は
、
使
い

き
っ
て

か
ら
完
全
に
ガ
ス
を

抜
い
て

、
「
資
源
ご
み
」
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い

。

○
刃

物
や
陶
磁
器
の

割
れ
物
な

ど
は

、
新
聞
紙
な
ど
に
包
ん

で
、
ご
み
袋
に
「
危
険
」
と
表

示
し
、
「
燃
や
せ
な
い
ご
み

」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
針
や
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
な
ど
の

小
さ
い
物
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
容
器
な
ど
に
入

れ
て
「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
と
し
て

出

し
て
く
だ
さ
い

。

○
割
れ
た
ガ
ラ
ス
を
出
す
場
合

は
、
新
聞
紙
な
ど
に
包
ん
で

、

中
味
の
よ
く
分
か
る
ビ
ニ

ー

ル
袋
に
「
ガ
ラ
ス

危
険
」
と
表

示
し
、「
資
源

ご
み
」
と
し
て

出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
4

年
度
版
「
ご
み
の

分

け
方
・
出
し
方
」
を
町
会
・

自
治
会
を
通
じ
て
各
家
庭
に

配
り
ま
し
た

。
市
民
課
・

各

支
所
に

も
置
い
て

あ
り
ま
す

の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

蠢
清
掃
第
一
課
業
務
係

歯
を
大
切
に

自
分
の
歯
磨
き
の
弱
点
を
知
る

て

い
ね
い
な
歯
磨
き
は
、

囗
の
中
を

清
潔
に
保
ち

、
む

し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
の
た

め
に
不
可
欠
な
も
の
で
す

。

し
か
し

、
本
人
は
良
く

磨

い
て

い
る
つ
も
り
で

も
、
自

己
流
の
磨
き
方
で

は
磨
き

残

し
が
か
な
り
あ
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
歯
に
歯
ブ
ラ
シ

を
当
て
て

、
大
き
く
左
右
に

動
か
し
て

磨
い
て
い

る
場
合

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
確
か
に
、

歯
の
表
面
の
出
っ
張
っ
た

部

分
は
き
れ
い
に
磨
け
ま
す
が
、

歯
と
歯
の

間
の
部
分
や

、
歯

と
歯
ぐ
き
の
境
に
は
、
ど
う

し
て

も
汚
れ
が
残
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ま
た
、
歯
磨
剤
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、
さ
わ
や
か
な

清
涼
感
が
あ
る
た
め
、
つ
い

き
れ
い
に

磨
け
て
い

る
も
の

と
錯
覚
し
て
し
ま
い

が
ち
で

す
。今

で
は
、
磨
き
残
し
を
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
、
歯
垢
(
こ

う
)
染
め
出
し
剤
と
い
う
も

の
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
の

で

、
自
分
の
い
つ

も
通
り
の

磨
き
方
で
歯
磨
き
を
し
た
後
、

染
め
出
し
を
し
て
み

る
と
良

い
で
し

ょ
う
。

自
分
の
歯
磨
き
の
弱
点
が

染
め
出
さ
れ
て

き
て

、
案
外

磨
け
て
い
な
い
こ
と
に
驚
か

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

正
し
い
歯
磨
き
の
方
法
を

身
に
付
け
る
に
は
、
歯
科
医

師
や
歯
科
衛
生
士
と
い
っ
た

専
門
家
の
指
導
を
受
け
る
の

が
、
一
番
良
い
と
思
い
ま
す
。

正
し
く
磨
い
て

、
一
生
自
分

の

歯
で
噛
(

か
)
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)

市長会議での市長



来来を担う青少年を守って
何に思い悩み

何

を

求

め

て

い

る

の

か

？

悩
め
る
青
少
年
に
愛
の
手
を

青
少
年
電
話
相
談

十
年
目
を
迎
え
る
青
少
年
電

話
相
談
に
は
、
社
会
の
変
ぼ
う
・

現
代
の
世
相
が
は
っ
き
り
と
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
3

年
度
の
相
談
は
、
青

少
年
、
そ
し
て
親
か
ら
の
相
談

を
合
わ
せ

る
と
、
六
百
九
十
一

件
に
の
ぼ
り
ま
す
。
相
談
内
容

別
で
は
、
一
位
・
性
の
問
題
百

六
十
四
件
(
二
三
・
七
%
)
、
二

位
・
学
業
の
問
題
九
十
四
件
(
一

三
・
六
%
)
、
三
位
・
健
康
の
問

題
五
十
四
件
(
七
・
八
%
)
、
四

位
・
異

性
の
問
題
五
十
件
(
七
・

二
%
)
で

す
。

ま
た

、
十
年
前
の
相

談
状
況

と
比
べ
て
み
る
と
、
相

談
者
の

中

心
が
小
・
中
学
生
か
ら
中
学

生
・
高
校
生
へ
と
、
年
齢
が
あ

が
っ
た
こ
と

。
そ
し
て

、
親
か

ら
の
相
談
が
増
え
た
こ
と
な
ど

の

特
徴
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

深
刻
な
性
と
異
性
の
問
題

性
と
異
性
に
関
す
る
問
題
は

関
連
性
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
一

括
す
る
と
全
体
の
三
〇
・
九
%

に
な
り
ま
す

。

青
少
年
の
悩
み
の
中
で
、
性

と
異
性
に
関
す
る
こ

と
は
比
重

が
大
き
く

、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
ト
ラ

ブ
ル

は
、
全
生
活
に

致
命
的
な
衝
撃
に
な
り
か
ね
な

い
よ
う
で
す
。

現
代
は
ハ
ー
ド
な
性
情
報
が

あ
ふ

れ
、
少
年
た
ち
は
安
易
に

刺
激
を
求
め
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
代
で

あ
る
か
ら

こ

そ
、
青
少

年
に

愛
の
深
さ
を

理
解
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
談
の
奥
の
本
当
の
悩
み

青
少
年
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
い
る
と
、
表
面
の
悩
み
に
ば

か
り
気
を
取
ら
れ
ず
、
そ
の
奥

に
あ
る
本
当
の
悩
み
や
原
因
を

理
解
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
を
感
じ
ま
す
。

最
近
の
相
談
か
ら
は
、
親
の

見
え
や
都
合
が
先
走
り
し
た
学

歴
社
会
、
物
質
優
先
の
社
会
が

ま
じ
め
な
人
生
へ
の
取
り
組
み

を
軽
視
し
て
い

る
風
潮
な
ど
、

自
己
中
心
的
な
大
人
の
た
め
に

、

不

安
で
寂
し
い

思
い
を
し
て
い

る
青
少
年
の
心
の
叫

び
を
読
み

取
る
こ

と
が
で

き
ま
す
。

青
少
年
を
見
守
る
温
か
い
目

街
頭
補
導
活
動

学
校
教
職
員
、
P
T
A

、
青

少
年
相
談

員
、
民
生
児
童
委
員
、

保
護
司
、
民
間
有
志
か
ら
選
ば

れ
た
百
四
十
一
人
の

少
年
補
導

員
は
、
市
内

全
域
を
巡
回
し
て
、

青
少
年
を
温
か
く
見
守
っ
て
い

ま
す
。

平
成
3
年
度
の
補
導
状
況
は
、

総
数
で
二
百
七
十
五

件
。
こ

の

う
ち

高
校
生

が
二

百
三

十

九

件
、
八
七
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

半
数
を
占
め
る
喫
煙

補
導
の
行
為
別
で
は
、
喫
煙

が
百
四
十
件
(
五
〇
・
九
%
)
と

過
半
数
を
超
え
、
次
に
怠
学
が

百
五

件
(
三
八
・
二
%
)
と
な
っ

て
い
ま
す
。

喫
煙
は
「
好
奇
心
に

始
ま
り
、

後
悔
に
終
わ
る
」
と
い

わ
れ
て

い
る
と
お
り
、
喫
煙
者
の
七
〇

%
が
、
実
は
た

ば
こ

を
や
め
た

が
っ
て
い

る
と
い
う
調
査
結
果

も
出
て
い

ま
す

。

こ

の
、
き
わ
め
て

依
存
性
の

高
い
嗜
(
し
)
好
品
を
少
年
た
ち

が
使
用
す
る
こ
と
は
、
「
非
行
」

と
い

う
観
点
で
な
く
と
も
、「
健

康
」
の
観
点
か
ら
、
許
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
な
の
で

す
。

ま
た
、怠
学
は
、
怠
け
る
こ

と

に
よ
っ
て

、
自
分
自
身
を
あ
き

ら
め
て
し

ま
っ
た
り
、
よ
り
重

い
非
行
へ

移
行
し
た
り
す
る
た

め
、
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。

青
少
年
に
愛
の
ひ
と
声
を

「
最
近
は
堂
々
と
制
服
で
た

ば
こ

を
吸
っ
て
い

る
学
生
が
増

え
た
」
と

、
あ
る
補
導
員
。

少
年
の

非
行
は
、
社
会

全
般

の
責
任
で

す
。
こ

の
状
況

は
、

青
少
年
へ
の
大
人
の
無
関
心
が

引
き
起
こ
し
た
も
の
か
も
し

れ

ま
せ
ん
。

少
年
た
ち
は
、
常
に
自
分
を

温
か
い
目
で
見
守
っ
て

く
れ
る

人
を
求
め
て
い
ま
す
。
家
庭
だ

け
で

な
く

ご
近
所
・
町
会
な
ど

で
も
、
青
少
年
が
間
違
っ
た
行

動
を
し
て
い
た
ら
、「
愛
の
ひ
と

声
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

心
身
と
も
に
成
長
期
に
あ
る

少
年
た
ち
は
、
直
情
径
行
で
弾

力
性
に
乏
し
い
た
め
、
時
と
し

て
注
意
す
る
大
人
に
敵
意
を
持

つ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し

、
た
と
え

そ
の
と
き

に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
少
年
た
ち
の
未

来
を
考
え

、
勇
気
を
持
っ
て
掛

け

た
「
愛
の
ひ
と
声
」
は
、
少

年
た
ち
の
心
に
残
り
、
や
が
て

発
芽
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

センター
青少年電話相談

登63-7867番

こ の笑顔を守り たいですね( 撮影協力・古ヶ 畸中学校)

青少年電話相談 () 内は女子

言
青 少 年

成

人

合

計
小

学
生

中

学

生

高

校

生

大
学
生
他

有

職

者

有職者

小

計

交 友 8(6) 11(6) 4(2) 3(3) 26(17) 1(1) 27(27)

異 性 4(2) 18(9) 12(2) 4(4) 2(2) 40(19) 10(9) 50(S)

性 1 19 e(2) 19(3) 9 11(1) 121(6) 43(17) 164(23)

健 康 2(2) 4(3) 7(2) 12(10) 2(1) 7(5) 34(23) 20(13) 54(l)

学 業 13(8) 18(8) 9(1) 1(1) 41(18) 53(52) 94(71))

家 庭 4(4) 2(2) 1 2(2) 9(8) 23(23) l?(31)

性 格 1(1) 1 1(1) 2(1) 5(3) 4(2) 9(5)

その他 42(22)48(3) 50(10)9(8) 4 1 154(43) 107(74)261(問

合 計 75(45)121(31)楜(19)50(a))1/(3) 23(9) a}(137) 261(翊) 刪圉)

行為・学職別補導状況O 内・よ女子

黒
児童・生徒・学生 有

・無
職者

計
小
学
生

中

学

生

高

校

生

大

学

生

他

乱 暴

け ん か

家 出

怠 学 3 9 93(6) 105(6)

喫 煙 7 132(6) 1 140(6)

不良交友

盛り剔 園 2 5(2) 7(2)

自6 二牋り 6 6(2) 12(2)

その他 5 6(3) 11(3)

シンナー・
接種剤
乱用行為

刑罰法令に
触れる
行為

計 3 27 239(17) 1 5(2) 275(19)

新
鮮

野
菜

を
畑

で
直

売

7
月
中
旬
午
後
3
時
~
6
時

会
場

中
金

杉

販
売
ト
ウ
モ

ロ

コ
シ
一
本
単
位
、
エ
ダ
マ
メ
一

束
単
位

匣
千
葉
小
金
農
協
容
4
2
-
1
0

7
9

番
(
月
~

金
曜
日
午
前
9

時
~

午
後
5
時
)
へ

共
同
求
人
面
談
会

7
月
1
8日
出
午
前
1
0時
～
午

後
3
時

会
場
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル

ハ
階
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

対

象
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

参

加
企
業
市
内
企
業
三
十
五
社

固
松
戸
商
工
会
議
所
事
業
部
昔

6
4
-
Q
り
1
1
1
番

2
1世
紀
の
森
と
広
場
の
周
辺
が
屋
外
広
告
物
禁
止
地
域
に

総

合
公

園
2
1

世

紀

の

森
と

広

場

と

そ
の

周
辺

(
下

図

参
照
)

が

、
5
月

か

ら

、

千

葉

県

屋

外
広

告

物

条

例
に

基

づ

く

禁
止

地
域

に

指

定

さ

れ
ま

し

た
(
5

月
2
2

日
千
葉
県
告
示
第
四
四
九
号
)
。

こ
の
地
域
内
は
、
屋
外
広
告

物
(

自
家
用
広
告
は
除
く
)

を

掲
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

や

す
ら

ぎ
と
い
こ
い
の
場
を

広
告
物
の
乱
立
か
ら
守
り
、
良

好
な
景
観
を
保
全
す
る
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

黯
建
築
指
導
課
庶
務
係

中
小
企
業
融
資
制
度
の
金
利
を
7
月
か
ら
引
き
下
げ

融
資
対
象
市
内
に

営
業
所
を

持
ち

、
一
年
以
上
引
き
続
き
同

一
事
業
を
営
み
、
市

税
を
完
納

し
て
い

る
こ

と

蠢
商
工

課
振
興
係

利 率 表
へ 運転資金 設備資金

融資限度額 500万円 1,00(〕万円

返済期間 3 年以内 7 年以内

融資利率

1 年以内 年5.5%

3 年以内 年5.9%

7 年以内 年6.3%

7 年超 年6.5%

※7 年超の融資は、公害防止施

設資金と新規大型店出店資

金のみ

利子補給率

小 売 商 業 年3.2636

そ の 他 年1.26%

公害防止施設資金支払利息の60%

新規大型店出店資金 年4.00%

信用保証料

融資額50万円以内 年0.5595

融資額100万円以下 年0.80%

融資額100万円超 年1.0C〕%

※融資額の合計が450万円以下の場合は、無担保・無
保証人制度があります。

中
小

企
業

対
象

の
共

済
制

度

①
小
規
模
企
業
共
済
制
度
②

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

茴
中
小
企
業
事
業
団
登
0
3
1
3

4
3
3
1
8
8
1
1

番
、
松
戸

商
工
会
議
所
容
6
4
1
3
1
1
1

番

退
職
金
づ
く
り
は
中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度
で

国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確

実
・
有
利
で
す
。

黯
中
退
金
相
談
ヲ

ー
ナ
1
登
0
3

-
3
4
3
6
1
4
5
3
1
番



青
少
年
の
未
来
の
た
め
に

青
少
年
電
話
相
談
に
悩
み

を

打
ち
あ
け
る
少
年
、
そ
し
て

補

導
さ
れ
る
少
年
を
調
べ
て

み
る

と
、
両

親
と
の
関
係
が
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
例
か
多
い
よ
う

で
す
。

そ
の

内
容
と
し
て
は

、
放
任

や
拒
否
(
自
分
へ
の
無
関
心
)
、

父
母
の
し
つ
け
の
無
定
見

二

貫
性
が
な
い
)
、
家
族
の
不
和
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

子
供
が
健
全
に
成
長
す
る
た

め
に
は
、「
温
か
い
家
庭
」
が
必

要
で
す
。
温
か
い
家
庭
と
は
子

供
自
身
が

○
自
分
に
関
心
と
愛
情
を
持
つ

て

見
守
っ
て

く
れ
る

○
自
分
を
理
解
し
、
よ
き
話
し

相
手
に
な
っ
て

く
れ
る

○
自
分
と
と
も
に
悩
み
、
喜
び

を
分
か
ち
合
っ
て

く
れ
る

と
感
じ
取

れ
る
親
子

関
係
の
あ

る
家
庭
で

す
。

ま
た
、
家
庭
教
育
の
う
え
で

、

次
の
十
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け

て

く
だ
さ
い
。

①
子
供
を
放
任
し

な
い

。

②
親
の

権
威
を
失
う
な

。

③
子
は

親
を
映
す
鏡
で
あ
る
。

④
親
子
の
対
話
を
忘
れ
な
い
。

⑤
子
供
に
善
悪
の
け
じ
め
を
つ

け
さ
せ
よ
う
。

⑥
子
供
に
過
度
の
期
待
を
か
け

て
は
い
け
な
い
。

⑦
子
供
を
甘
や
か
さ
な
い

。

⑧
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
し
つ
け
よ

う

。

⑨
二
つ
し
か
っ
た
ら
、
三
つ
ほ

め
る
心
掛
け
を
。

⑩
子
供
に
目
標
を
持
た
せ

る
こ

と

を
忘
れ
な
い

。

以
上
は
、
あ
く
ま
で
も
参
考

で

あ
っ
て
、
家
庭
教
育
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

方
針
が
あ
る

こ

と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
大
切
に
な
っ
て
く
る

。
の
は
、
や
は

り
「
本
気
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親
と
い
え
ど
も
人
間
で

、
完

璧
で
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん

。
し
か
し
、
親
が
親
で

あ
る

こ
と
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
こ

と
な

く
、
同
じ
迷
い

悩
め

る
一
人
の

人
間
と
し
て

、
子
供
と

同
じ
方

向
に
並
ん
で
立
ち
、
声
を
か
け

合
い
、
励
ま
し
合
つ
て

生
き
て

ゆ
く
と
き
、
子
供
も
自
分
な
り

に
誠
実
に
生
き

る
努
力
を
し
て

い
く
こ

と
で
し

ょ
う
。

松 戸 市 少 年
少年センターは、次代を担う青少年を非行から守り、健全に育成す

ることを目的に設置されています。

主な仕事は、少年補導員とともに市内を巡回し、少年に助言や指導

をする街頭補導活動や電話ボックスのピンクビラの除去などの環境

浄化活動、そして、青少年電話相談などです。

非行などの少年問題でお困りの人は、気軽に、そして早めに、少年

センターへご相談ください。

市

民

会

館

市

民

劇

場

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
化
ボ
ト
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

期 日 内 容 開演時間

7/ 慴日) 万作踊り発表会 10:00

18(二L) 松戸市民吹奏楽団フアミU- コンサート ☆ 18:00

21(火) 松戸親と子の良い映画を観る会☆ 10:00~19:C}0

5回上映

25出 松戸手をつなぐ親の会チャリティー映画会 ☆ 10:00~18:30

5回上映

詢日) 合唱交歓会 12:30

28㈲ フロンティアミュージカル「コロンブス」 ☆ 12:00 り5:00

30附 世界平和都市宣言事業・平和コンサート

「ビリーバンバン」

14:30

31圀 カンロ お口の童話映画会 10:00 ・13:30

月曜日は休館。☆印のついている催し物は有料です。

醒市民会館S68-1237~8 番

期 日 内 容 開演時間

フ/1膕 ロシア民族アンサンブル「カラコート」☆ 18 二30

11山 くろつめ草ピアノ教室発表会 12:30

12日) 佐竹音楽教室発表会 12:30

15團 アジア平和女性連合講演会 ☆ 13:30

健康カラオケコンテスト 18:30

16附 フォルクローレコンサート 18 二00

17廁 鈴木ピアノ発表会 16:30

恨日) ピアノ・エレクト ーン発表会 12:0(〕

ピアノ発表会 18:15

21(火) ピフフノ・エレクト ーン発表会 17 二00

22伽 ピアノ発表会 10:00

23困・24廁 カワイ音楽教室ピフフノ発表会 10:00

25圉 ピアノ・ビクトローン発表会 10:00

26(日) ピアノ・バイオリン発表会 10:00

アンダンテ・ピアノ発表会 14:00

ピアノ・フルート発表会 17 二45

28㈲~31廁 ピアノ発表会 10:00

8/1(±) ピアノ・エレクト ーン発表会 17:30

2(日) ハクビ 京都きもの学院発表会 10:30

5團 チヤU ティコンサート 19:30

月曜日は休館。☆印のついている催し物は有料です。
問市民劇場登68-0070番

期間 7/17R まで 7/18(±)~31廁 8/1 山~14圀

東 松戸市美術展

受賞作品展

(市主催事業)

吉岡光子日本画個展
杉野押花松戸教室

「アトリエ敏」作品展

西
松戸市立のぞみ学園

作品展示会

照 美 会

水 墨 画 展

社会教育課成人教育係Q66-7462 番

期 日 内 容

7/17 應~19(日) 欣石こども書展

22㈲~26(日) 松戸市小中学校席書展

28㈲~8/9( 日) 平和パネル展

休館日…月曜日

開館時間…午前10 時~午後6 時(初日と最終日は変更もあります)

蠢]文 化 ホ ー ル2567 ―7810 番

期 日 時 間 費用 対象 会場

7/8W
午後3 時

S

4時

無

料

3
S
9
歳
く
ら
い

図書館本館

9附 矢切公民館

10刪 六実市民センター

16附 五香市民センター

17廁 馬橋東市民センター

22伽 図書館本館

でんわおはなしキャラバン容63-9999 番

顏市立図書館065 ―5115番

戸
定
歴
史
館

期 間 内 容

7/26(日)まで 松戸の明治・写真展

休館日…月曜日

入館料…大人51円・小中学生20円

[固 戸 定 歴 史 館062 ―2050 番

少年補導員

141人が活躍中！

道
路
の
不
法
占
用
は
や
め
ま
し
ょ
う道路上に立て看板や商品を置く こと は、

法律で 禁じられています。

歩行者や車などが安全に通行できるよ

う に、警察 署と協力して厳しく 指導して

います。

皆さ んのご協力をお願いします。

黯土木部管理課

平
成
4

年

度

建
設
業

経
営

事
項

審
査

説
明

会

7
月
1
7日
窗
午
後
1
時
3
0分

～
4

時

会
場

柏
市
民
文
化
会

館

対
象

県
内
に
本
店
が
あ

る

建
設
工
事
業
者

※
同
時
に
県
の
入

札
参
加
資
格

審
査
説
明
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

蠢
千
葉
県
土
木
部
管
理
課
登
0
4
3

-
詞一
-
3
1
0
4

番

「
ふ

れ
あ

い
F
A
x

」

の
利

用

時
間

と
F
A
x

番
号

が
変

わ

り

ま
し

た

利
用
時
間
午
前
9

時
～
午
後

5
時
(
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
)

F
A
χ

番
号
2
3
-
0
9
4
2
番

ま
た
は
0
1
2
0
-
2
1
8
-
1
1
6

番

蠢
N
T
T

松
戸
支
店
登
6
4
1
7

8
4
2

番

沓
留

郵
便

物
窓

口
交

付
票

の

記
入

に

ご
協
力

を

最
近
、
不
在
配
達
通
知
書
を

家
庭
の

ポ

ス
ト

か
ら

抜

き
取

り
、
正
当
な
受
取
人
を
装
い

、

書
留
郵
便
物
を
詐
取
す
る
事
件

が
発
生
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
現
金
書
留
郵
便
物

と
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
が
入
っ

た
書
留
郵
便
物
を
郵
便
局
の
窓

口
で
お
渡
し
す
る
と
き
、
住
所
・

氏
名
な
ど
を
「
書
留
郵
便
物
窓

口
交
付
票
」
に
記
入
し
て
い

た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

蠢
市
内

各
郵
便
局

毒

物

劇

物

取

扱

者

試

験

試

験
日
8

月
4

日

吻

試

験

会

場
千

葉

県

立

衛

生
短

期

大

学

受

験
資

格

満

十
八

歳
以

上

の

人

圃
7

月
7

日

㈹

・
8

日

困

午

前

9

時
3
0
分
ユ
1
1
時
3
0
分

、
午

後

1

時
3
0
分

～
4

時

の

間
に

、

千

葉

県
医

療
セ

ン

タ

ー
(

千

葉

市

中

央
区

千

葉

港

五

上

豆
)

一

階

ロ

ビ

ー
に

願

書

を

持

参

茴

千

葉

県
衛

生

部

薬

務

課

容
0
4
3

-
2
2
3
-
2
6
1
9

番

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

の

利

用

受

け

付

け

と

説

明

会

7

月
2
0
日

側

午
後
6

時
3
0
分

か

ら

会
場

京

葉

ガ

ス
F

松
戸

ビ
ル

六

階

会

議
室

持

ち

物

筆

記

用

具

・
印

鑑

※
1
0
月
3

日
~
1
2
月

末

の

展
示

分

を

受
け

付

け

ま

す

。

空

き

が
あ

る

場

合
は

、
7

月
2
2
日

團

か

ら

社

会

教

育
課
で

、

電

話

受

け

付
け

を
し

ま

す

。

黯

社
会

教

育

課

成
人

教

育

係
{
一一

6
6
-
7
4
g
}
n乙
番

本
庁
地
区
加
藤
宏
子
、
辻

秀
雄
、
鈴
木
享
子
、
繁
田
輝
和

宮

崎

礼

子

、
竹

内

元

春

、
森

山

大

光

、

田

澤

み

ち

子

、

崎

野

佳

子

明
第
一
地
区
麩
澤
光
夫
、
飯

箸
か
つ
子
、
渋
谷
孝
、
仲
田
成
作
、

渡

邊

利

信

、

渡

辺

勝

義

、

福

田

光

宏

、
椿

杉

啓

一

、

具

田

学

、
石

井
芳
郎
富
永
桂
二
山
口
美
智

子

、
石

井

ミ

ツ
子

明

第

二

地

区
来
栖
律
子
、
山
内
操
、
杉
田

和
三
郎
、
古
田
武
雄
、
鈴
木
宏
善
、

岩
波
浩
之
豊
島
庸
小
田
悦

子
、
中
村
順
子
矢
切
地
区
森

豊
高
、
平
川
智
彦
や
布
施
隆
章
。

鈴
木
美
智
、
小
浜
道
代
町
山
和

也
、
秋
元
秋
代
司
、
地
曳
弘
行
、

伊
東
隆
黄
増
愈
敏
子
、
斉
藤
美

佐
子
東
部
地
区
浮
ケ
谷
実
湯
浅
泰
明
湯
浅
仁
、
湯
浅
之
男
、

恒

河

和

男
、
山
田

幹

夫

、
高

橋
政

道
羽
賀
真
一
、
小
室
信
男
、
西

川
康
弘
、
神
田
浩
一
、
伊
藤
正
実
、

長
嶋
伸
枝
、
山
口
美
和
子
、
郭
玉
栄

、
臼
井
頼
子
馬
橋
地
区
馬

場
烝
治
佐
野
男
三
佐
南
谷
商

祐
、
小
柴
幸
夫
榎
本
道
雄
、
鈴

木
博
、
芝
山
宗
央
飯
箸
修
子
、

佐
藤
美
江
子
花
嶋
和
子
常
盤

平
地
区
石
崎
哲
雄
、
山
田
春

子

、
中
村

保

子

、
由

村

良
子

、
土

屋
武
威
正
男
舟
山
雅
康
、
羽

住
愛
子
、
早
瀬
和
子
、
加
藤
俊

文
、
山

崎
篤

、
田

中

儀

仁
、
速
見

博

幸

、
水

口

和

彦
ヽ

蒲

地

登

志

子

、
中
田

範
子

、

冨
岡

由

起

子

、

佐

藤
洋
子

五

香
六

実
地

区

宇

野
領
一
、
飛
金
武
男
、
山
崎
て

る
森
滋
子
、
長
澤
力
、
石
井
康

道
、
大
場
直
重
、
吉
川
弦
二
郎
、

長
野
育
夫
毛
利
哲
彦
高
田

康
子
、
有
田
哲
雄
、
菅
谷
み
ど
り

小
金
地
区
鈴
木
千
枝
子
、
小

林
豊
子
、
古
家
操
、
上
村
侯
子
、

鈴
木
和
子
、
吉
岡
和
敏
下
久
保

俊
一
、
入
江
啓
史
、
齊
藤
豊
和
、

齊
木
進
日
暮
修
二
、
森
下
恭
行
、

加
藤
美
代
、
増
川
幸
緒
、
松
井
和

子
、
小
松
愛
子
新
松
戸
地
区

山
下
高
男
岡
部
輝
子
、
秋
山
昇

治
、
野
口
久
美
子
、
東
風
信
夫
、

野
村
孝
太
郎
、
中
道
元
、
佐
藤
裕

一
郎
井
上
雅
博
高
梨
有
二
、

岩
根

宏
、
脇

智
子

、
小

野

木
潤

子
、

古

谷

和

子

、

吉
田

利

子

小

金

原
地
区
大
久
保
暁
子
、
西
川

悦
子
ヽ
中
山

鬚

野

辺

は

卷
い

、

清
水
一
、
篠
崎
昭
男
、
渡
邉
基
、

今
井

修

平

、
堀

越

カ
ツ

子
、
原

田

三
千
代
、
菅
野
知
子
(
敬
称
略
)

あなたと一緒に考えます考えます



子
宮
が
ん
集
団
検
診

3
1削

3
0困

2
9伽

2
8㈲

2
7側

2
4宙

2
3困

2
2困

2
1㈲ 豐 期

日

五
香
公
会
堂

衛
生
会
館

五
香
公
会
堂

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

衛
生
会
館

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
j

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

会
場

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以

上
の

女
性

内
容
検
診
車
に

よ

つ
集
団
検
診
方
式
の
頸
部
が
ん

細
胞
診
(
必
要
な
人
に
限
り
体

部
が
ん
細
胞
診
)

費
用
頸
部

が
ん
・
体
部
が
ん
各
四
百
円
(
生

活

保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
・

老
人
医
療
対
象
の
人
は
無
料
)

※
今
年
度
、
市
内
受
託
医
療
機

関
で
受
診
し

た
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ス
ラ
ッ
ク
ス
の

着
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い

。

生
理
中
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

惠
当
日
の
午
前
9
時
3
0分
~
1
0

時
の
間
に
、
直
接
会
場
で

蠢
健

康
管
理
課
業
務
係

三

歳
児
健

康
診

査

7
月
7
日
㈹
・
1
4日

㈹
・
2
2

日
困
・
2
8日
関

会
場
松
戸
保

健
所

対
象
平
成
元

年
3
月
生

ま
れ
の
幼
児

※
該
当
す

る
幼
児
で
健

康
診
査

票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
電
話
番
号
・

幼
児
氏
名
・
幼
児
生
年
月
日
・

保
護
者
氏
名
・
転
入
年
月
日

を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市

小
根
本
七
松
戸
保
健
所
三
歳

児
健
診
係
へ

蠢
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
｀

6
1
1
n
/
｀
I
(乙
1
番

難
病

相
談
(

神

経
系

難
病
-

在
宅

療
養
者

の

つ
ど

い
)

7
月
3
0日
困
午
後
1
時
～
4

時

会
場
東
葛
飾
合
同
庁
舎

内
容
進
行
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
の
療
養
生
活
で

の
工

夫

に
つ
い
て
ー
旭
神
経
内
科
病
院

長
・
旭
佞
臣
氏
、
市
場
医
院
・

市
場
謙
二
氏

茴
松
戸
保
健
所
予
防
課
公
6
1
-

2
1
2
1

番

療

育
相

談

7
月
9
日

團
午
後
1

時

会

場
松
戸
保
健
所
対
象
乳
児
の

こ

き
ゅ
う

股

関
節
脱
臼

検
診
未
受
診
者
と
、

整
形
外
科
領
域
の
診
察
・
相
談

な
ど
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満

の
人

圃
電
話
で

松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
四
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

愛

の

献

血

7

月
1
8
日

出

午

前
1
0
時
～

午

後
4

時

揚

所
伊

勢

丹
松

戸

店

前圜

健

康

管
理

課

業

務
係

心

身

障

害

児

巡

回

相

談

8

月
4

日

㈹

午

前
1
0
時

～

午

後
3

時

会

揚

県

立
野

田

養

護

学

校

内

容

心

身
に

障
害

の

あ

る

児

童
の

育

児

や

就

学
の

相

談

兩
7

月
1
8
日

窗
ま
で

に

、

電
話

で

教
育

委

員
会

教

育

研

究

所
・一一

6
6
-
7
4
6
1

番

へ

保
健
衛
生

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

人口と世帯(6 月1日現在)

○人口46 囗30 人(+751)

男234,605 人(+41 〔〕)

女226,525 人(+341)

〇世帯168,[]63(+583)

囗
は
前
月
比

と

も
し

び
読

書
会

7
月
1
6日
困
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人
会
館

テ

キ
ス

ト
山
口
瞳
著
「
居
酒
屋
兆
治
」

費
用
月
七
百
円
(
初
回
三
百
円
)

蠢

金
氏

容
6
2
-
5
9
4
3
番

サ

マ
ー

キ
ャ

ン
プ
・
n那

須

8
月
2
2日
出
~
2
4日
㈲

会

壥
栃
木
県
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー

(
那
須
)

対

象
中
学
生
先
着
八

十
人

費
用
一
万

円

匣
8

月
7
日
銜
ま
で
に
、
参
加

費
を
持
参
し
て
松
戸
市
青
少
年

相

談
員

連
絡

協
議

会
事

務
局

(
こ
ど
も
課
内
)
へ

涼

し

い
夜

を
歩

こ
う
/

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン

グ
大
会

8
月
1

日
出
午
後
8
時
か
ら

2
日
㈲
の
朝
に
か
け
て

コ

ー

ス
松
戸
三
郷
有
料
道
路
下
~
野

田
(
江
戸
川
沿
い
を
往
復
)

距

離
①
四
二
・
一
九
五
劭
②
三
〇

㌔
対
象
市
内
在
住
の
小
学
生

～
十
八
歳
未
満
示

学
生
は
保
護

者
同
伴
)

定
員
先
着
二
百
人

費
用
五
百

円

惠
7

月
2
7日

側
ま
で
に

、
参
加

費
持
参
で

松
戸
市
青
少
年
相
談

員
連
絡
協
議
会

事
務
局
(
こ
ど

も
課
内
)
へ

手
づ

く
り
絵

本

た
ん

ぽ

ぽ
の

会
・
作

品

展

7
月
1
9日
㈲
ま
で

、
午
前
1
0

時
~

午
後
4
時
(
火
曜
休
み
)

会
場
新
松
戸

ギ
ャ
ラ
リ

ー
ウ
ィ

ン
ス

費
用
無
料

薦
折
田

瑟
J
-
1
7
3
0

番

健
康

カ

ラ
オ

ケ
コ

ン
テ

ス
ト

7
月
1
5日
團
午
後
6

時
か
ら

会
場
市
民
劇
場
費
用
無
料

圜
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永

き
4
1
1
3
6
2
3
番

奇

術
発
表

会

7
月
1
9日
㈲
午
後
1

時
1
4

時

会
場
婦
人
会
館

費
用
三

百
円

圜
松
戸

奇
術
会
・
岩
田
四
6
2
-

2
7
1
5

番

よ

こ
す

か
ウ

イ
ン

ド
ア

ン
サ

ン

ブ
ル

ー
サ

マ

ー
コ

ン

サ
ー

ト
7
月
1
9日

㈲
午
後
3

時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
無
料

内
容
吹
奏
楽

翹一
八
嶋
四
6
9
-
1
4
7
0
番

松
戸

市
民

吹
奏

楽
団

フ

ァ
ミ

リ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

7
月
1
8日
出
午
後
6

時
開
演

会
揚
市
民
会
館

費
用
無
料

蠢
渡
利

容
6
8
-
2
5
3
6
番

松
戸

東
高

校
演

劇
部

全
国

大

会
出

場
公

演

7
月
1
6日
困
午
後
6

時
開
演

会
場
市
民
会
館

演
題
「
遠
く

の
君
を
見
失
う
こ
と
な
く
」

蠢
松
戸
東

高
校
・
椎
名
四
8
6
-

0
5
6
3

番

6
月
5
日
に
行
わ
れ
た

交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車

県
大
会
で
中
部
小
学
校
チ

ー
ム
が
四
位
に
入
賞
し
ま

し
た

7

月
2
5
日

出
・
2
6日

㈲
、
午

前

1
0時
~

午

後
9

時
3
0
分

会

場

新

松

戸
け

や

き

通

り
の

「
ゆ

り

の

き

通

り
」

交

差

点
か

ら

「
夾

竹

桃

通

り
」

交

差

点

ま
で

の

間

(
歩

行

者
天

国
)

内

容
①

小

中

学

生

音
楽

隊

の

演
奏

②
盆

お

ど

り

競

技
会

③
カ

ラ

オ

ケ
の

と

自
慢
大
会
④
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の

演

奏

な

ど

※
②

～

④
の

出

場

者
を

募

集

黯

新
松

戸
ま

つ

り

実
行

委

員

会

事

務

局

・
宮

井
・
1
4
7
j
5
3
5

3

番

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
会

7

月
2
5
日

出

①

午
前
1
0
時

・

正

午

・
午

後
2

時

②
午

後
4

時

・
6

時
3
0
分
か

ら

会

揚

市

民

会

館

内

容

①

冒

険
者

た

ち

②

息
子

費

用

①
四

歳

以

上

六
百

円
(
当

日

八
百

円
)
②
中

学

生
以

上

千

円
(

当
日

千
二

百

円

。
小

学

生
は

当

日
八

百

円

の

み
)

蠢
松

戸

手

を
つ

な

ぐ

親

の

会

・

伊

藤

一`
6
7
1
9
5
8
4

番

新
松
戸
ま
つ
り

催
し

物

浜
島
代
志
子
氏
に
よ
る
子
育

て
ト
ー
ク

7
月
9
日
閑
午
前
1
0時
3
0分

～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
本

館

費
用
八
百
円
(
お
茶
菓
子

付
き
・
保
育
有
り
)

蠢
お
は
な
し
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
・

山
本
四
4
9
-
3
1
7
8番

親
子
で
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ

イ
ク8

月

―
日

出
午
後
8
時
~
午

前
O

時
(
午
後
7

時
3
0分
に

六

高
台
中
央
公
園
集
合
)

費
用

一
家
族
(一
〒

四
人
)
千
円

内

容
読
図
に
よ

る
ポ
イ
ン
ト
消
化

蠢

ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
松
戸
四
団
・

中
村
8
7
-
6
0
9
7

番

松

戸
子

ど
も
劇

場

・
低

学
年

部

例
会

7
月
1
4日
㈹
午
後
6

時
~
8

時
1
0分
、
1
5日
團
午
後
5

時
3
0

分
~
7

時
4
0分

会
揚
市
民
会

館

費
用
三
千
円

内

容
劇
団

俳
協
に
よ

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
船

乗
り
ク
プ
ク
プ
の
冒
険
」

蠢
高
橋

酋
6
1
-
1
6
0
6
番

映
画

会

「
ぞ

う
列
車

が

や
っ

て
き

た
」

7
月
2
1日
㈹
午
前
1
0時
・
正

午
、
午
後
2
時
・
4

時
・
7

時

か
ら
の
五
回
上

映

会
場
市
民

会
館

費
用
前
売
的
七
百
円
(当

日
九
百
円
)

蠢
松
戸
親
と
子
の
良
い

映
画
を

見
る
会
・
奥
田
・
1
6
2
-
3
7
3

8
番

通

行
量

調
査
(

市

内
主

要
駅

周
辺
)

の
ア

ル

バ
イ
ト

募
集

8
月
2
日

㈲
・
3

日
㈲
、
午

前
8

時
～
午
後
7
時
(

二
日

間

可
能
な
人
。
高
校
生
を
除
く
)

賞
金
一
日
八
千
円
(

交
通
費
込

み
)

定
員
先
着
百
六
十
五
人

匣
電
話
で
松
戸
商
工
会
議
所
四

6
4
-
3
1
1
1
番
へ

募
集
し
ま
す

松
戸
青
年
会
議
所
の
会
員
を

募
集
中
/

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
二

十
歳
~
四
十
歳
ま
で
の
人

黯
宇
野
沢
四
8
8
1
9
5
7
5番

市
内

民
間

保
育

園

職
員
募

集

職
種
保
母
・
調
理
員
(
パ
ー

ト
職
員
)

※
市
内
の
保
育
園
に

勤
務
し
て

い
る
人

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

惠
7

月
6
日
側
~
2
0日
側
の
間

に
、
履
歴
書
を
〒
2
7
1
松
戸
市
上

矢
切
一
一
〇
一
-
二
つ
ぼ
み
保

育
園
内
松
戸
市
保
育
園
協
議
会

事
務
局
(・一一
6
8
-
7
8
1
1
番
)

へ
郵
送

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職

員
を
募
集

学

童
保
育

所

の
指
導

員

を
募

集
対
象
健
康
で
子
ど
も
の
生
活

指
導
に
熱

意
を
も
っ
て

あ
た
れ

る
人

圜
相
模
台

学
童
保
育
所
む
6
2
-

8
6
0
4

番

暴
力
団

追

放
標

語

を
募

集

点
数
は

が
き
一
枚
に
つ
き
五

点
以

内
(

自
作
未
発
表
作
品
に

限
り
ま
す
)

匣
8

月
3
1日
囲
(
当
日
消
印
有

効
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
標
語
と

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
ま

た
は
学
校
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し

、
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区
中

央
四
I

十
三
-

七
纐
千
葉
県
暴

力
団
追
放
県
民
会
議
(
≪
0
4
3
j

2
5
4
-
8
9
3
0番
)
へ

職 種 内 容 問い合わせ(所在地)

寮 母
18歳~55歳くらいの人

夜勤可能な人優遇

マーシィヒル(根木内)

048-8787 番

松寿園(六高台)

086-6357 番

看 護 婦
正・准いずれも可

勤務は全日( 半日でも可)
やわら木苑(金ヶ作)

Q86-0213 番

まつど

今昔

写真館

常 磐 線

昭
和
1
1
年
、
上
野
～
松
戸

閧
に
電
車
が
開
通
し
た
と

き
の
松
戸
駅
前
(
岩
田
さ

ん
提
供
)

明治29年12月、日本鉄道株式会社海岸線土浦~田端間が開通し、

同時に松戸駅が営業を開始しました。市内で初めての鉄道の開通で

す。これにより松戸から干住を経て、田端から日本鉄道本線に入り、

上野までわずか20分余りで行けるようになりました。

常磐線と称するようになったのは、明治40年日本鉄道が国に買収

され、海岸線も鉄道院の管轄下に入ってからのことです。

大正元年には上野~我孫子間が複線化。昭和11年には上野~松戸

間が電化されています。



ご参加ください情報
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教
室

対
象
市
内
在
住
の
中
・
高
校

生

定
員
先
着
三
十
人

費
用

無
料

匣
7
月
6
囗
㈲
~
1
0日
窗
の
間

に
、
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

琵
J
-
0
5
0
3
番
へ

期 日 時間 内 容

7/23困

午前
10時
S

正午

福祉映画・オリエンテ
ーション

「ボランティアって何

だろう」

24宙
車いすの扱い方
ガイドヘルプについて

27(月) ミニ手話教室

28(火)

29冰) 午前

10時
S

午後
3 時

特別養護老人ホーム

「南花園」体験学習

30困

身障者通所授産施設

「いぶきの広場」体験
学習
ユニークダンスパーテ

ィー

会場

社
会
福
祉
協
議
会

各
施
設

夏

休

み

子

供

歴

史

教

室

7

月
2
4
日

窗

・
2
5
日

出

午

前

1
0時
~

午

後
4

時

会

場

新

松

戸

郷

土

資
料

館
(

新
松

戸

支

所

三

階
)

対

象

市

内
の

小

学

四

年

上
(

年

生

・

先

着
二

十
人

費
用

無
料

内

容
石

う

す

を

使

っ
て

作

る
食

物

・

ビ

デ
オ

観

賞

匣
7
月
1
1
1
1
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で

〒
2
7
0松
戸

市

新
松

戸

三
-

二

七

纐

新

松
戸
郷
土
資
料
館
(
f
t

4
4
-
1
9
0
9

番

・

水
曜
~

日

曜
日

の

午

前
1
0
時
~

午
後
4

時

の

間
)

へ

く

ら

し

と

物

価

通

信

講

座

期

間
9

月

～

平

成
5

年
2

月

ま
で

対

象
二

十

歳
以

上

の

県

内

在

住

者

定

員

百
五

十

人

内

容

物
価

が

上
下

す

る

仕

組
み

な

ど

費
用

無
料

惠
7

月
1
5
日

困
~
8

月
5

囗

圉

の
間
に
必
着
で
、
ハ
ガ
キ
に
住

所

・

氏
名

・

年

齢

・

性
別

・

職

業

・

電
話

番

号

を

記
入

し
て

、

〒
2
6
0
-
9
1
千

葉

中

央
郵

便

局
私

書

箱

四
十

号

千

葉

県

庁
県

民

生

活

課

企
画

調
整

係
(

・
一一
0
4
3
-
2
2
3

1
2
2
9
9

番
)

へ

さ

わ
や

か
県

政
ふ

れ
あ

い
講

座

「
快

適
な

生
活

環
境

を
目

指
し

て
」

7
月
2
9日
困
午
後
1

時
3
0分

~
4

時
(
全
員
受
講
)
、
8

月
5

日
困
①
午
前
1
0時
~

午
後
O
時

3
0分

②
午
後
1
時
3
0分
～
4
時

(
原
則
と
し
て
二
日
間
と
も
受

講
で
き
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
)

会
揚
7
月
2
9日
は
手
賀
沼
親
水

広
場
内
水
の
館
(
J
R

我
孫
子

駅
か
ら
、
阪
東
バ
ス
我
孫
子
市

役
所
回
り
で
市
役
所
前
下
車
)
、

8
月
5
日
は
江
戸
川
第
二
終
末

処
理
場
(
地
下
鉄
東
西
線
南
行

徳
駅
下
車
)

内
容
「
夢
広
が

る
千
葉
新
時
代
」
千
葉
県
知
事
・

沼
田
武
氏
、
「
古
代
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ー
東
葛
大
地
の
あ
け

ぼ
の
」
県
教
育
庁
文
化
課
・
中

山
吉
秀
氏
、
「
う
る
お
い
の
あ

る
都
市
河
川

を
目
指
し
て
」

。

「
快
適
な
住
環
境
を
目
指
す
下

水
道
事
業
」
、
終
末
処
理
場
の

見
学

定
員
五
十
人
(

応
募
多

数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用
無
料

惠
7

月
1
3日
囲
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
・
二
日

目
の
午
前
か
午
後
の

希
望
を
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市

小
根
本
七

東
葛
飾
地
域
県
民
セ

ン
タ
ー
(
≪
6
5
1
3
0
0
8
番
)

へ高

齢
者

問
題

と
福

祉
の

集

い

安

心
し
て

老

後
を

く
ら

す

た

め

に7
月
5
日

㈲
午
前
1
0時
~
午

後
1
時

会
場
勤
労
会
館

内

容
在
宅
介
護
・

年
金
・
健
康
医

療
な
ど

費
用
五
百
円

翹
一
高
齢
者
の

集
い
実
行
委
員
会

・

高
木
四
8
6
-
6
0
7
7
番

先

生
の

た

め
の

お
は

な
し

教

育

集
中

講
座

8
月
2
9日

出
午
前
1
0時
～
午

後
4

時

会
場
お
は
な
し
キ
ャ

ラ
バ
ン

事
務
所

対

象
保
母
・

教
師
・
学
童
保
育
所
の
指
導
員

な
ど
保
育
・
教
育
を
専
門
と
し

て
い

る
人
・
四
十
人

講

師
お

は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
理
事
・
浜

島
代
志
子
氏

内
容
絵
本
の
見

せ
方
語
り
方
、
人
形

劇
の
基
本

操
作
な
ど

費
用
四
千
円
(

テ

キ
ス
ト
代
、
昼
食
代
を
含
む
)

匣
8

月
1
5日
出
ま
で
に

、
電
話

で
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン
{
1
4
4

1
3
0
3
7

番
へ

図
書
館
市
民
講
座
「
房
総
の

小
林
一
茶
」

7
月
1
4日
㈹
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

会
場
婦
人
会
館

講
師
詩
人
・
杉
谷
徳
蔵
氏

定

員
七
十
五
人

費
用
無
料

圃
電
話
で
市
立
図
書
館
｀
6
5
-

[
D
1
1
[
D
番
ヘ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講

習
会7

月
1
8日
出
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
場
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館
(
樋
野
口
五
四

三
番
地
)

費
用
無
料

対
象

高
校
生
以
上
の
男
女
(
三
十
歳

未
満
の
青
少
年
優
先
)

定
員

先
着
二
十
人

踞
電
話
で
青
少
年
会
館
本
館
き

4
4
-
8
5
5
6番
へ

講
座
・
講
演

千
葉
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ

ッ
ジ
・
専
修
学
校
開
放
講
座

「
初
め
て
の
ワ

ー
プ
ロ
」

区分 日 時 会場 定員 費用

A

8/22( 土)・25(火)・9/26

山 ・10/17 出 ・24出

午前9 時30分~ 正午

明
生
情
報
処
理

専
門

学
校

各
五
十
人

無
料

B

8/17(0)~28 宙

※土 ・日 曜日 は除く

午前9 時15 分

~午後O 時30分

惠
7

月
2
0日
出
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
コ
ー
ス
・
住
所

・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸

四
上

〒

一
明
生
情
報
処
理
専

門
学
校
開
放
講
座
係
(

容
4
6
-

2
2
1
1

番
)
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に

な
り
ま
す
。

1
6
㍉
映
写
機
操
作
技
術
講
習

会
7
月
2
9日
困
・
3
0日
困
の
い

ず
れ
か
一
日
、
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
5
時

会
揚
青
少
年
会

館
本
館

費
用
無
料

対

象
十

六
歳
以
上
の
市
民

定
員
二
十

五
人
(

応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

惠
7

月
1
7日
脂
ま
で
に

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
日
・
住
所
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
五
六
京
葉

ガ
ス
F

松
戸
ビ
ル
内
松
戸
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
市
民
文

化
係
(
B
6
6
-
7
4
6
2
番
)
へ

ス
ポ
ー
ツ

ロ
ー

ラ
ー

ス
ケ

ー
ト
教

室

7
月
1
2日
㈲
午
前
8
時
～
9

時
3
0分

会
場
松
戸

サ
ニ
ー
ラ

ン

ド
ロ
ー
ラ
ー
ス
ヶ
I

ト
場

対
象
子
供
か
ら
大
人
ま
で

初
心

者

内
容
ス
ピ
ー
ド
ス
ヶ
I

ト

基
礎
か
ら
中
級
ま
で

費
用
五

百

円
(

貸
し
靴
二
百
円
別
)

惠
電
話
で
千
葉
県
口
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
卜
連
盟
松
戸
ク
ラ
ブ
・
鈴

木

普
6
1
-
1
6
6
2
番
へ

家
庭

婦
人

卓
球

大
会

7
月
1
5日
困

午
前
9

時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

内

容
ラ
ン
ク
別
団
体
戦

費
用
一

人
四
百
円

匣
7

月
8
日
伽
午
前
1
0時
か
ら

行
う
運
動
公

園
会
議
室
で
の
組

み
合
わ
せ

会
議
で

蠢
松
戸
市
家

庭
婦
人
卓
球
協
会

・
山
口
・
1
8
6
-
2
6
7
0番

市
民

水
泳

大
会
(

兼
県
民

大

会
選

手

選
考
会
)

7
月
2
6日

㈲
午
前
9

時
か
ら

会
場
運
動
公
園

プ
ー
ル

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
生
以
上
の
人

費
用
三
百
円

出
場
は
一
人
二

種

目

以

内

(
リ
レ
ー
を
除
く
)
。

圉
7

月
1
1日
出
・
1
2日

㈲
の
午

後
5
時
～
6

時
の
問
に
、
費
用

を
添
え
て

直
接
中
央
公
園
プ
ー

ル
へ

黯
ス
ポ
ー
ツ

課
｀
6
3
J
9
2
4

1
番
（
日
曜
日
を
除
く
)

上

本
郷

な

ぎ
な
た

教
室

7
月
2
3日

出
・
2
4日
廁
、
午

後
5
時
~
7

時

会
場
上
本
郷

第
二
小
学
校
体
育
館

対
象
小

学
校
三
年
生
以
上
の
人

費
用

無
料

惠

電
話
で
松
戸
市

な
ぎ
な
た
連

盟
・
藤
本

公
6
3
-
9
9
4
0
番

へ
(

当
日
受
け
付
け
も
可
)

グ
ラ

ウ

ン
ド

ー
ゴ

ル
フ
教

室

日 時 会 場 対象 費 用
申し
込み

問い合 わせ

7/12( 日)

午前
９時
～正
午

高 木第二

小 学校

市
内
在
住
の
人

保険料

100円 当
日

会
場
で

体育指導 委員

野中

■Q87-4438

7/19 旧)
新松戸西

小 学校
無 料

体育 指導委員

木下

1*45-3429

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

夏

季

ダ

ブ

ル

ス

大

会

8

月
2

日

面

午

前
9

時
~

午

後
5

時

会

場

運

動

公

園

体

育

館

対

象

市

内

在

住

・

在

勤

・

在

学

の

人

内

容

一
~

四

部

費

用

協

会

登

録

者

一

人

千

二

百

円

、

未

登

録

者

千

五

百

円

圉
7
月
1
7
日
窗
必
着
で
、
ハ
ガ

キ

に

ク

ラ

ブ

名

・

住

所
・
氏

名
・

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0

松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
-
八
バ

ド

ミ

ン

ト

ン

協

会

・

長

谷

川

(
{
1
4
1
-
7
9
2
5

番
}

ヘ

ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス

教

室

8

月

工
1
1
‥一
月

の

毎

週

日

・
月
・

金

の

希

望

曜

日
(

週

一

回
)

、

午

後
7
時
~
9
時
会
場
金
ヶ
作

公

園

庭

球

場

対

象

市

内

在

住

・

在

勤

の

人

費

用

九

千

円

匣
7

月
1
5

日

圉

ま

で

に

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・

希

望

曜

日
(

第

三

希

望

ま

で
)

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

小

金

原

一

上

〒

一

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・

平

木
(

・
一一
4
8

-
6
7
8
4

番
)

へ

勤

労
青

少
年

の
日

ス

ポ

ー
ツ

交

流
会
(
ボ
ウ
リ

ン
グ

大
会
)

7
月
2
2日
困
午
後
6

時
か
ら

会
揚
と
き
わ
平

ボ
ウ
リ
ン

グ
セ

ン
タ
ー
(
常
盤
平
駅
前
)
対
象

市
内
在
住
・

在
勤
の
三
十

歳
未

満
の
勤
労
者

定
員
先
着
百
人

費
用
千
百
五
十
円

匣
電
話
で

商
工
課
労
政
係
ま
た

は
松
戸
商
工
会
議
所
・一一
6
4
-
3

1
1
1

番
へ

松

戸
市

中
学

生
・

高

校
生

テ

ニ

ス
大

会
(

硬
式
)

8
月
2
6日
團
午
前
8

時
3
0分

か
ら
(

予
備
日
8

月
2
7日
困
)

会
場
松
戸
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ

種

目
男
子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

対

象
市
内
在
住
・
在
学
の
人
・

各
種
目
先
着
六
十
四
人

費
用

五
百
円
(

纐
ま
つ
ど
街
と
水
辺

の
緑
化

基
金
に
寄
付
)

惠
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・
学

校
名
・
学
年
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
1
松
戸
市
上
矢
切

二
(
二
○
松

戸
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
井
坂
(
・
1

6
2
-
3
0
4
7
番
)
へ

上
は
昭
和
3
9年
、
二
中
前
か
ら
見
た
常
磐

線
(
小
村
さ
ん
提
供
)
。
下
は
3
2
年
ご
ろ
、

小
金
付
近
を
走
る
S
L
(
田
中
さ
ん
提
供
)

古
い
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

松
戸
市
内
で
撮
影
し
た
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

黷
広
報
課

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時
テレホンサービス……………………Q66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時
テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所
連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実支 所(85)0113

●馬 橋支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



この数なあに?

た

ま

に

は

の

ん

び

り

魚

釣

り

も

市
内
を
流
れ
る
川
の
数
は
十

九
。随

分
少
な
い
と

感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
、「
河

川
法
」
と
い
う
法
律
で
指
定
さ

れ
た
も
の
だ
け
。
そ
れ
で
も
総

延
長
は
約
四
十
六
㌔
㍍
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
内
の
あ

ち
ら
こ

ち
ら
で
、
用
水
路
な
ど

の
小
さ
な
川
を
目
に
す
る
こ

と

が
で
き
ま
す
。
か
つ
て

、
松
戸

が
「
四
十
八
溪
の
澗
(
か
ん
)
水

を
集
む
」
と
う
た
わ
れ
る
ほ
ど

水
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
ろ
の
名

残
で

す
。

「
下
谷
三
千
町
歩
」
と
い
わ
れ

た
美
田
を
潤
し
て
い

た
坂
川
も
、

都
市
化
の
影
響
を
受
け
て

、
昔

日
の
面
影
は
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
で
も
、
川
の
果
た

す
役
割
の
大
切
さ
は
変
わ
っ
て

は
い

ま
せ
ん

。

川
が
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ

る
恵
み
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、

こ

れ
以
上
川
を
汚
さ
な
い

、
川

に
優
し
い

暮
ら
し
を
心
掛
け
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

た
ま
に
は

、
稚
ア
ユ

も
さ
か

の
ぼ
る
と
い

う
江
戸
川
で

、
の

ん
び
り
と
釣
り

糸
を
垂
れ
な
が

ら
、
川

と
付
き
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

地
元
八

ヶ
崎
の
鳴
戸
部
屋
に

若
い

ホ
ー
プ
が
誕
生
し
た
。

鳴
戸
部
屋
に
入
門
し
た
の
が

今
年
の
3

月
。
力
士
と
し
て
の

第
一

歩
を

踏
み

出

し
た

ば
か

り
。
し
こ

名
は
ま
だ
な
く
、
本

名
の
古
川
(
こ

が
わ
)
で
土
俵
に

上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
3

月
の

春

場
所

に

前
相
撲
で

三

勝
一

敗
。
5
月
の
夏

場
所
に
は
序
の

口
に
上
か
っ
て

、
七
戦
全
勝
の

堂
々
た
る
優
勝
。
そ
し
て
今
日

か
ら
始
ま
る
名
古
屋
場
所
で
は

序
二
段
に
昇
進
。
す
ば
ら
し
い

ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

入
門
し
て
半
年
の
間
、
力
士

は
両
国
の
国
技
館
に
あ
る
相
撲

教
習
所
に

通
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
今
は
相
撲
部
屋
と
両
国

と
を
往
復
す
る
毎
日

。

「
半
年
間
は
見
習
い
期
間
の
よ

う
な
も
の
で
す
ね
。
早
く
自
分

の

部
屋
で
け
い
こ

に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

し
っ
か
り
と
力
強
く
話
す
。

百
八
十
二
㌢
の
堂
々
と
し
た
体

格
。
十
五
歳
と
は
と
て

も
思
え

な
い
印
象
を
受
け
る
。

出
身
は
青
森
県
弘
前
市
。
元

横
綱
・

隆
の
里
の

鳴
戸
親
方
に

ス

カ
ウ
ト
さ
れ
て

、
入
門
の
決

意
を
し
た
と
い

う
。

も
ち
ろ
ん
中
学
時
代
に
も
相

撲
で
は
頭
角
を
現
し
て
い
た
。

東
北
大
会
で
準
優
勝
と
い
う
実

績
が
あ
る
。

両
親
を
は
じ
め
、
周
囲
の
人

た
ち
の

励
ま
し

と
、
熱
い
期
待

に
送
ら

れ
て
、
相
撲
界
入
り
の

た
め
上

京
し
た
。

「
プ
ロ
の
世
界
の
厳
し
さ
を
、

身
を
も
っ
て
実
感
し
て

き
た
と

こ

ろ
で
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

で

す
。
長
い
道
が
こ
の
先
続
い

て
い

る
の
で
す
か
ら

、
着
実
に

や
っ
て
い
き
ま
す
」

自
分
の
相
撲
の
型
は
ま
だ
決

め
て
い
な
い
と
い
う
が
、
と
に

か
く
今
は
け
い
こ
に

打
ち
込
む

こ

と
に

専
念
し
て
い

る
の
で
あ

ろ
う
。

周
囲
の
人
た
ち
の
ア

ド
バ
イ

ス
や
注
意
、
時
に
は
叱
り

も
受

け
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
す

べ
て

吸
収
し
、
大
き
く
育
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。

(
八
ヶ
崎
在
住
)

大相撲5 月場所

序の口で7 戦全勝優勝した

古川忍さん

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮ったスナップ写真( 街の話題・

身近な出来事など) をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

黯広報課

自分に厳しく

清
水
わ
き
出
る
ブ
ロ
ン
ズ
像
完
成

環境月間の標語に

小金中の2作品が入選

環境月間(6 月)にちなみ、県が

募集した「標語コンクール・中学

生の部」で、小金中学校3 年・岡

村佳織さんの「リサイクル地球

を救う愛言葉」が特選。同じく

佐々木謙次君のr 身につけよう

みんなで守る 環境マナー」が入

選しました。

応募作品1,060点の中から、入選

したのはたっだの3点。作品は、

6 月5 日に船橋市で開かれた環境

大会の会場や、県庁ホールに展示

されました。

2人は「地球の環境を守るのは

私たち自身」と喜びとともに語っ

てくれました。

岡
村
さ
ん
(
左
)
と
佐
々
木
君

すっかり枯れていた常盤平7 丁目の名泉・子和清水(こわしみず)

が復活しました。松戸東ライオンズクラブが、創立10周年の記念事

業として、手動ポンプ付きの井戸とブロンズイ象をつくったもので、

像の台座から清水がわき出るようになっています。

子和清水という名の由来は、「貧乏な父が、毎日酔って帰るのを不

思議に思った息子が、後をつけてみると、父は泉の水をおいしそう

に飲んでいた。父が帰った後、息子が飲んでみると、ただの水だっ

た」という伝説から。

像は、少年が清水をすくっている姿で、日展作家・田畑功氏の作。

現在出る水は飲めませんが、近代的な街並みに、昔話が一つよみが

えりました。

子

和

清

水

に

゛19″
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